
橋の高齢化による
損傷状況
供用後50年経過の橋梁が激増、修繕による延命化が急務

管内橋梁の概要 供用後50年経過の橋梁

名阪国道でよくみられる損傷
鋼橋の損傷 コンクリート橋の損傷
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■本線橋　■側道橋　■ランプ橋　■跨道橋 ■鋼橋　■コンクリート橋　■混合橋

橋梁内訳(溝橋除く)

越川大橋 （下り：43歳）／床版上面の損傷 （土砂化）

（橋齢H27.4.1現在）

第4加太川橋 (上り：50歳)／鋼桁亀裂

亀山大橋 （上り：50歳）／床版下面の損傷 （剥離・鉄筋露出）神武川橋 （上り：50歳、下り：41歳）／主桁亀裂

床版損傷 (上面 /土砂化、下面剥離・鉄筋露出 )

土砂化とは

桁端部の鋼桁腐食

床版損傷 (下面剥離・鉄筋露出 )

コンクリートの剥離

コンクリートのひび割れ
箇所に雨水が侵入し、劣化
することで砂の状態になる
現象
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橋歴50年以上=75橋 (45%)

約半数が橋歴
50年経過
高齢化が顕著

約半数が橋歴
50年経過
高齢化が顕著

橋数　　　累計橋数率

鋼桁亀裂

これからの
取り組み




